
 

山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会 

規  約（案） 

 

（名 称） 

第１条 

 本会は｢山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会｣（以下｢委員会｣という。）と称す

る。 

（目 的） 

第２条 

 委員会は、鹿野川ダム改造事業が周辺環境に与える影響及び山鳥坂ダム建設事業環

境影響評価に基づく環境保全措置、事後調査等に関する事業者へ助言を行うことによ

り、自然環境への影響の低減を図ることを目的とする。 

（役 割） 

第３条 

 上記目的を達成するため、以下の事項に関する指導・助言を行う。 

  ①鹿野川ダム改造事業について環境面から考慮すべき項目及び調査予測等に関す

る検討 

  ②山鳥坂ダム建設事業環境影響評価に基づく環境保全措置、事後調査等について

具体的手法、結果の分析・評価等に関する検討 

（組 織） 

第４条 

 １．委員会は、別紙の１０名の委員をもって構成する。 

 ２．委員長は委員の互選によって選出し、委員会を統括するものとする。 

 ３．必要に応じ、委員長の指名する委員を追加することができる。 

（委員会） 

第５条 

 委員会は、第２条の目的を遂行するために必要と認めた場合、別紙｢山鳥坂ダム・

鹿野川ダム環境検討委員会構成｣以外の者の出席を求めることができる。 

（委員の任期） 

第６条 

 委員の任期は、原則として委嘱のあった日から、四国地方ダム等管理フォローアッ 

プ委員会のモニタリング部会設置の日までとする。

資料－２ 



（事務局） 

第７条 

 １．委員会の事務局は、国土交通省四国地方整備局山鳥坂ダム工事事務所とする。 

 ２．事務局は委員の指示を受け、委員会の事務を行う。 

（公 開） 

第８条 

 委員会は、原則公開とし、委員会資料及び議事録については公表する。 

 ただし、重要種の位置情報等は重要種保護の観点から非公開とする。 

（雑 則） 

第９条 

 この規約に定めるもののほか、委員会の運営に必要な事項は、委員長が委員会に諮 

って定める。 

（附 則） 

この規約は、平成２０年７月１４日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別 紙 

山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会 

構  成 

 

委員（敬称略） 

 

   【委 員】 荒井 秋晴  九州歯科大学       講師 

   【委 員】 石川 和男  松山東雲女子大学     教授 

   【委 員】 大森 浩二  愛媛大学         准教授 

   【委 員】 香川 尚徳  愛媛大学         名誉教授 

   【委 員】 酒井 雅博  愛媛大学         教授 

   【委 員】 澤田 佳長  野生生物環境研究センター 所長 

   【委 員】 芝  実   松山東雲短期大学     名誉教授 

   【委 員】 鈴木 幸一  愛媛大学         教授 

   【委 員】 松井 宏光  松山東雲短期大学     教授 

   【委 員】 三宅 洋   愛媛大学         講師 

 

 

 

事務局 

 

国土交通省 四国地方整備局 山鳥坂ダム工事事務所 

 



山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会

山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会について

山鳥坂ダム環境検討委員会は平成20年度4月の評価書公告縦覧をもって終了し、以降は「山鳥
坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会」を設立し、山鳥坂ダムにおける環境保全措置及び事後調査、
鹿野川ダム改造に伴う環境影響について検討することとします。

なお、平成19年度に設立した「鹿野川ダム水質検討会」は、上記委員会と連携を取りながら運
営します。

山鳥坂ダム環境検討委員会

◇環境影響評価

平成16～19年度

動植物の保全に関する専門部会
◇動物3種・植物2２種移植

平成20年度以降は・・・

鹿野川ダム水質検討会

◇ダム湖及び流入河川水質

平成19年度～

動植物保全に関する専門部会
◇動物3種・植物2２種移植

平成18年度～

鹿野川ダム水質検討会

◇ダム湖及び流入河川水質

相互に連携

◇山鳥坂ダムにおける環境保全措置及び事後調査

◇鹿野川ダムトンネル洪水吐き環境影響



山鳥坂ダム環境検討委員会 
動植物の保全措置に関する専門部会運営要領案 

 

（総則） 

第１条  山鳥坂ダム環境検討委員会動植物の保全措置に関する専門部会（以下「専門部会」

という）は、山鳥坂ダム環境影響評価の動植物に関する保全措置等について技術的

な助言を得ることを目的に、山鳥坂ダム工事事務所が設置するものであり、本要領

は専門部会の運営に関する必要な事項を定めるものである。 

 

（組織） 

第２条  専門部会は、「山鳥坂ダム環境検討委員会」のもとに設置され、結果は、委員会

に報告する。 

２ 専門部会は、山鳥坂ダム環境検討委員会委員のうち、別紙の委員をもって構成する。 

３ 必要に応じ、別紙の委員の指名する有識者の意見を聴取することができる。 

 

（技術的助言） 

第３条  専門部会は、山鳥坂ダム環境影響評価の動植物に関する保全措置等について、事

務所長の要請を請けて、環境面からの技術的な助言を行うものとする。 

 

（事務局） 

第４条  専門部会の事務局は、山鳥坂ダム工事事務所調査設計課に置く。 

 

（雑則） 

第５条  この要領に定めるものの他必要な事項は、専門部会において定めるものとする。 

 

附則 

本運営要領は、平成19年1月31日から適用する。 

 

附則 平成20年7月予定 

（委員会の名称） 

「山鳥坂ダム環境検討委員会」を、「山鳥坂ダム・鹿野川ダム環境検討委員会」と改

める。 

（事務局） 

「山鳥坂ダム工事事務所調査設計課」を、「山鳥坂ダム工事事務所調査・品質確保課」

と改める。 



 

別紙 

担 当 分 野 氏     名 現     職 
陸上昆虫 酒井 雅博 

 
愛媛大学農学部教授 

底生動物 三宅 洋 愛媛大学大学院理工学研

究科講師 
植物 松井 宏光 

 
松山東雲短期大学教授 

 


